３　貝殻節

　貝がら節は、現在日本的民謡として広くうたわれているが、今一般にうたわれている曲は浜村において編曲され、うたい易くしてあるもので、ずっと以前からうたい継がれてきた元唄とは相当違っている。
古老の元唄を楽譜
　しかしこの元唄のうたえる人は町内にほとんど居なくなり、数年前に亡くなった橋津の加藤熊治が、若いと
とする
き自ら貝がら取り舟に乗って出かけたときよくうたったという「かいがら節」を、教育委員会で録音保存していたので、これを羽合西小学校鳥羽教諭に依頼して楽譜として掲載した。しかし同じ貝がら節元唄といっても、泊、浜村、賀露など土地によって若干違っており、どこのものが正しいということはできないであろうし、またそれが土地に伝わる労働歌としての特徴であろう。
ほたて貝のよく獲
　この貝がら節も、いつ頃からうたわれ出したものか、それを裏付けるものはないが、この唄に深い関係のあ

れた頃の状況
る「ほたて貝」の獲れ出した記録は古く、藩制時代から相当な水揚げをしていたことは数々の資料に出てくる。


　従って、橋津、宇野などでは貝がらとり以外に貝がらむきの仕事が家庭内職になるほど大繁盛で、女や子供まで貝がらむきに精を出した思いでのある人もまだ多いことだろう。漁師は毎日貝がら漕ぎに出かけ、８丁艪や６丁艪といった大型漁舟をこぎ出して貝の採取に懸命であった。この作業は大きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょれん),鋤簾)を舟をこぎながら引き、それをすくい上げて貝を採取する作業であるが、若い元気な者にとっても相当な重労働であった。したがって、数人の者が１つの集団となり、重労働に耐えて数時間にわたって作業を続ける中に、そこに唄とか拍子の生まれてくるのは自然のことで、艪かいに合わせてうたわれる貝がら節は、肉体の疲労を押さえて勇気づける労働歌であったと加藤熊治は語っていた。
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